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特別記事
2007年ノーベル賞
自然科学3部門と平和賞の受賞者決まる
　2007年のノーベル賞自然科学３部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）および平和賞の受賞
者が決まった。10月8日にスウェーデン　カロリンスカ研究所より生理学・医学賞が、同国王立
アカデミーから9日に物理学賞、10日に化学賞が発表された。また12日にはノルウェーノーベル
委員会より平和賞が発表された。以下に受賞者と受賞理由について紹介する。
1.　自然科学 3部門受賞者と受賞理由の概要
（1）生理学・医学賞
Mario R. Capecchi（米） ：ユタ大学
Martin J. Evans（英） ：カーディフ大学
Oliver Smithies (米) ：ノースカロライナ大学
受賞理由
「胚性幹細胞（ES細胞）を利用した、マウスの特定の遺伝子を改変する基本原理の発見」
に対して
　生物の疾病発症のメカニズムを解明するためには、その疾病の原因となる遺伝子を見
つけ出すことが重要である。その手段の一つとして、特定の遺伝子の機能を失わせた動
物を作出し、その動物にどのような異常が現れるかを見る方法、いわゆるジーンターゲ
ティング法が現在では広く使われている。3 氏はこの手法を開発し、さまざまな疾病の
原因解明などに貢献した業績が評価された。
　Evans 氏は、マウスの受精卵から取り出した細胞を特殊な方法で培養し、あらゆる種
類の細胞や組織になることができる胚性幹（embryonic stem: ES）細胞を作り出す手法
を確立した。哺乳類では初の成功であり、その成果は 1981 年の Nature 誌に ｢ マウス胚
からの多能性胚性幹細胞培養系の樹立 (Establishment in culture of pluripotential cells 
from mouse embryos)｣ として報告した (Nature 1981,292:154-6)。一方、Capecchi 氏
と Smithies 氏はそれぞれ、標的となる遺伝子を操作する手法を確立し、1988 年には
これらの手法を組み合わせ、特定の遺伝子の働きを失わせたノックアウトマウスを作り
出すことに成功した※。後に、このジーンターゲティング法はヒトの各種疾患モデル動
物の開発に欠かせないものとなり、また発生、免疫、脳神経機能の分子メカニズムの解
明など、生命科学研究を進める上で大きなブレークスルーとなった。
　現在、この手法は世界に浸透しており、がんや遺伝病など 500 種以上のヒト疾患モ
デル動物が作出され、今後も、さまざまな疾病の原因解明や治療法の開発に大きな貢献
をもたらすものと期待されている。
※　代表的な論文として、以下が挙げられる。
・マウス胚由来幹細胞における変異HPRT遺伝子の標的修正法(Targeted correction of 
a mutant HPRT gene in mouse embryonic stem cells. Nature 1987, 330:576-8)
・マウス胚由来幹細胞のターゲティングによる部位特異的変異(Si te -d i rec ted 
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mutagenesis by gene targeting in mouse embryo-derived stem cells. Cell 
1987,51:503-12)
（２）物理学賞
Albert Fert (仏) ：パリ南大学
Peter Gru‥nberg (独) ：ユーリッヒ研究固体物理研究所
受賞理由
「巨大磁気抵抗の発見」に対して
　　
　パソコンや一部のミュージックプレーヤーに使われる小型ハードディスクからの読み
とりには高感度なヘッドが必要であった。この高感度ヘッドの実現に必要不可欠な新し
い物理的効果の発見に対して今年度のノーベル賞が贈られることとなった。
　1988 年に Fert 氏と Gru‥nberg 氏は独立に、新しい効果である「巨大磁気抵抗（Giant 
Magnetoresistance、略してGMR）」を発見した。巨大磁気抵抗を持つ系では、磁界の僅
かな変化が大きな電気抵抗の変化をもたらす。これは、磁気的に書かれた情報を電流に
変換して読みとるハードディスクの読みとり装置としては最適である。GMR の発見後
直ちに、多くの研究者や技術者達が、この GMR を読みとりヘッドに使える様に研究を
始めた。GMR効果を用いた最初の読みとりヘッドは1997年に出現し、以降は標準技術
となった。今日の最新の読みとり技術においても、改良はされてはいるが、今なおこの
GMR効果が使われている。
　磁性金属膜と非磁性金属膜で図の様に
３層構造を作ると、両側の磁性金属の磁
化が平行の時には電子が流れ易いため電
気抵抗は小さくなる。逆に、反平行の時
には電子が流れ難いため電気抵抗が高く
なる。この効果が GMR と呼ばれる。各層の材料や厚さを工夫し、片方の磁性膜の磁化
方向を固定し、もう一方の磁性膜の磁化を自由に変化できる様にしておくと、ハードディ
スクの微小な磁化領域に反応して、自由層の磁化の向きが変わり、電気抵抗の大きな変
化を引き起こす。この原理が読みとりヘッドの高感度化に大きく寄与し、ハードディス
クの高密度化に役立つこととなった。
　また、非磁性金属膜の代わりに絶縁膜を挟んだ時、「トンネル磁気抵抗」と呼ばれる
関連効果も見い出され、新たな磁気メモリとしても発展している。この様に、微小磁化
やスピンを使ったエレクトロニクスは、「スピントロニクス」と呼ばれる新しい分野を
形成し、大きな拡がりを持つに至った。今回受賞された２氏は、この「スピントロニク
ス」のパイオニアとして位置づけられる。
（３）化学賞
Gerhard Ertl（独）：マックス・プランク研究協会フリッツ・ハーバー研究所
 名誉教授
受賞理由
「固体表面における化学プロセスの研究」に対して
　固体表面における化学プロセスの科学は、化学肥料製造のような触媒を利用する多く
の化学工業にとって重要なだけではなく、鉄がどうして錆びるか、燃料電池がどのよう
にして機能するか、あるいは自動車触媒がどのようにして働くかなど、化学工業以外の
多くのプロセスの理解に役立っている。また、オゾン層破壊の理解や半導体工業などの
分野にも表面化学の知識が活用されている。
 磁性金属膜（固定層）
 非磁性金属膜
 磁性金属膜（自由層）
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　Ertl 氏は、1960 年代に、当時半導体工業で開発された新しい技術を活用して、表面
化学研究の新しい方法論を創出した。即ち、当時進歩した高真空技術を利用した実験装
置を使用して、例えば極度に清浄化した金属表面における個別の原子層と分子がどのよ
うに振る舞うかを観察する方法である。この実験手法においては系に導入可能な元素を
厳密に決定されなければならないなど、反応の完全な描写には、高度な精密さや多くの
実験手法の組み合わせが必要である。
　Ertl 氏はこの実験手法を用いて、水素分子と窒素分子から化学肥料の原料となるアン
モニアを合成する触媒について触媒表面と反応分子との相互作用を調べ、表面反応を描
写できることを示した。また自動車排ガス中の有害物質である一酸化炭素を二酸化炭素
の酸化する触媒についても同様の成果を挙げている。
　Ertl氏の創出した表面化学研究の方法論は、それまで難しかった信頼性のあるデータが得
られることから賛同者が増え、学術研究や工業プロセスの開発に役立っている。
2.　平和賞受賞者と受賞理由の概要
平和賞
Arbert Arnold Gore Jr.（米）：
気候変動に関する政府間パネル（スイス）　（IPCC：Intergovernmental Panel on 
Climate Change）
　
受賞理由
「人類のもたらす地球規模の気候変動に関する知識を広め、変動を最小限にとどめるた
めの方策の基礎を築いたこと」に対して
　将来の気候変動に繋がる変化の兆しについては、最大限の関心を持って扱われなけれ
ばならないし、いかに予防していくかを最優先に考えなければいけない。大規模な気候変
動は、多くの人類の生活状況を脅かす可能性があり、結果として大規模な移住が必要とな
る場合には地球資源の争奪に繋がる事も懸念される。このような事態は、特に発展途上国
などの脆弱な国々への重い負担となる上、地域間の紛争や戦争も増加する可能性もある。
　IPCC（1988年設立）は過去20年間に発行されたレポートを通じて、人類の活動と気候
変動との関連性について検討し、広範なコンセンサスを構築してきた。数千人に及ぶ科学
者や関係者が100以上の国から参加し、多くの関連する研究結果を精査し、地球温暖化を
確証するために協力してきた。1980年代には、地球温暖化についての議論は、単なる興味
深い一仮説にすぎなかったが、1990年代には堅実な証拠が次々に見出され、ここ数年で
は地球温暖化と人為的な活動との関連性が、明確に確証されるまでにいたっている。
　Gore 氏は、世界で最も環境保護に取り組む政治家の一人として、長い間活動してきた。
世界が直面している脅威にいち早く気づき、気候変動問題との闘いに取り組み、政治活
動、講演会、映画や書籍を通じて、強いコミットメントが示された。人類が採るべき方
策に対する理解を、個人として最も世界に広めたと言える。
　この受賞によって、気候変動問題に関する議論のプロセスと意思決定が今まで以上に
進展し、結果として世界の将来の気候が守られ人類に対する脅威が低減する事を、ノル
ウェーノーベル委員会は期待している。人類が気候変動を止められなくなる前に、今す
ぐ行動が必要である。
参考文献：ノーベル賞ホームページ、http://nobelprize.org/
